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平成 24年 1月 30日

第 12 回設置協議会

小中一貫教育校の校名決定に関する委員意見について（第 11回協議会より）

1 校名の決定方法に関する意見

・ 各校の子どもたちに候補を挙げてもらい、協議会で候補を絞って選定するの

がいいと思う。

・ 両校の関係者にとって納得のできる形で学園名、校名などを決めていければ

良いと思う。

・ 和泉の地域として、皆が納得できる公平な名前を決められたらいいと思う。

・ いずれにしても不公平感のないように決定していきたい。

・ 大きく名前が変わるのは好まないが、子どもたちの意見も聞いて決めていき

たい。

・ 渋谷の決め方（協議会で案を決めてアンケートを実施）が良い。

・ 子どもたちにアンケートを実施し、その結果から選考していくのが良い。

・ 今ある新泉小が物理的になくなってしまうことを悲しむ人は多い。この地域

の人たちを悲しませないように、名称等について慎重に検討していきたい。

・ 地域の名を残したいという気持ちはありますが、誰もが納得できるよう慎重

に検討していきたい。

・ 各校の名の由来とともに、地域の歴史を再確認しながら行うのが良い。

・ 協議会の機能を十分に発揮し、丁寧に決定していければいいと思う。

2 校名・学園名の決定順に関する意見

・ まず決めるのは、学園名からがいいと思う。校名決定についてはそれぞれ思

い入れがあるので、お互い不公平感のないようにしたい。



2/2

・ やはり決めるのは学園名からがいいと思う。両校関係者にとって不公平感の

出ないように決定できれば良いと思う。

・ 地域にできる学校であり、一貫教育校では学園名が表に出る。学園名を決め、

その後に小・中学校の正式名称を決められればいいと思う。

3 具体的な校名に関する意見

・ それぞれの学校（名）にある思いを大切にして決めていくのが良い。卒業生

も多数いることなので、同窓会組織を立ち上げて関係してもらうのもいいか

と思う。

・ 新泉小も大正時代の開校時は和泉の名がついていたようだし、いずれも杉並

区の和泉地区にある学校なので、「杉並」と「和泉」の名をつけるのが良い

と思う。

・ 新しい学校には子どもたちが通うので、各校の子どもたちにアンケートを実

施し候補してはどうか。

・ 練馬の一貫教育校で採用している「桜」の文字（読み）が綺麗なので、この

ようなイメージを取り入れられれば。和泉小は芝生が有名なので、「みどり

（緑）」とかがいいと思う。

・ 学校名や学園名に地域の名前は入れたい。子どもたちの意見も聞いて決めら

れれば良い。

・ いくつか案を出して、協議会で議論できれば良い。子どもたちにアンケート

を取るのもいいが、結果に引っ張られやすいので、そのあたりは良く考えて

行う必要がある。

・ 学園名には地名を、条例上の学校名に新泉の名を残ってくれれば、と思う。

・ それぞれの地域で学校に対しての愛着があるので、さまざまな意見を出し合

っていければ、と思う。できれば和泉の名は残したいと思う。


